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本論文は，ジャイナ教在家信者の倫理と<布薩>を扱った本論（第 1部）とSamantabhadra

（空衣派，6世紀頃）の著作 RatnakaraNDazrAvakAcAra（以下，RK とする）の訳注研究

（第 2部）という 2部から構成される． 

そのうちの第 1 部は，さらに 4 つの章に分かれている．第 1 章では，仏教において，

在家信者を中心としたものであった布薩が，いつしか在家信者の布薩と出家修行者集団

の儀礼としての布薩とに分かれてしまった点に触れ，在家信者と出家修行者をつなぐ宗

教行事としての性格を色濃く残しているジャイナ教の<布薩>の研究が重要であること

を論じる（1.1）．そのうえで，R. C. Mitraの The Decline of Buddhism in India（Visvabharati 

Studies 20, Calcutta, 1954），P. S. Jainiの“The Disappearance of Buddhism and the survival of 

Jainism in India”（Collected Papers on Buddhist Studies, Delhi, 2001）などの説を踏まえ，イ

ンド仏教の衰退・滅亡とジャイナ教の存続を例としながら，在家信者と出家修行者の関係

が宗教の存亡にすら大きな影響を及ぼしかねないという事実を提示する（1.2）．そして，イ

ンドで存続したジャイナ教が在家信者を教化する際に大きな役割を果たした，一種の教

化マニュアルとでも呼ぶことのできる「シュラーヴァカ・アーチャーラ文献」がどのよう

なものであるのかを解説し（1.3），シュラーヴァカ・アーチャーラ文献を扱った研究の金字

塔とも言える R. Williams の Jaina Yoga: A Survey of the Mediaeval ZrAvakAcAras（London 

Oriental Series 14, London, 1963；以下，Williams[1963]とする）の概要を述べ，その問題



点を指摘する（1.4）．そして，改めて一次文献に当たったうえで Williams[1963]の見直

しを図り，ジャイナ教の<布薩>の内容を解明するという本論文の方法と目的，および対

象となるシュラーヴァカ・アーチャーラ文献の範囲を明らかにした後（1.5），論文全体の構

成を提示する（1.6）． 

第 2 章では，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献以前の<布薩>を扱い，河﨑豊『白衣派

ジャイナ教聖典に現れる在家信者に関する記述についての基礎的研究』（大阪大学提出

課程博士論文）などの優れた先行研究に依拠しながら，白衣派聖典中のアンガ聖典の<布

薩>を概観する．最初に，在家信者の 12 誓戒と 11 階梯における<布薩>の位置付けを確

認し（2.1），その後，アンガ聖典における<布薩>の用例を検討する．そこでは便宜上，

posaha と posahovavAsa の用例，posahasAlA と posahiya，posahaniraa の用例といったよ

うに，語形や複合語ごとにその用例を検討し（2.2），他にも<布薩>の難易度を示すよう

な用例や<布薩>の違反行為についても検討する（2.3）．以上の第 2章は，シュラーヴァ

カ・アーチャーラ文献の<布薩>を知るうえで前提となる知識であると同時に比較の対象

となるものでもある． 

第 3章と第 4章は，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献における<布薩>を扱い，本論

文の中核を成すものである．第 3章では，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献の<布薩>

に関する基本的な情報を扱う．はじめに，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献における

<布薩>の位置付けを検討するが，まずは第 2章と同様，在家信者の 12誓戒と 11階梯に

おける位置付けを確認する．そこでは，各文献の誓戒に含まれる項目の出入りについて

も整理，分類する（3.1）．そのうえで，<布薩>の原語とその語義，語源解釈を，とりわ

け宗派間の同異を念頭に置きつつ検討し，語源解釈を扱う際には，仏教やバラモン教の

文献にも言及する（3.2）．第 4章では，<布薩>の実践に関する規定を具体的に検討して

いく．ここでは，<布薩>の実践に関する規定を，<布薩>の実践日（4.1），<布薩>の期間

（4.2），<布薩>の実践場所（4.3），<布薩>の実践内容（4.4），<布薩>の違反行為（4.5），

<布薩>の目的・効能（4.6）という 6 つの点に分けて扱う．第 3 章，第 4 章では，最初

に必ずWilliams[1963]の所論を確認し，一次文献に当たったうえで，誤りが見られる場

合にはそれを修正する．また，先行研究の出版以降に参照可能となった文献の記述も追

加している．そして，たとえ Williams[1963]の所論が正しいことが確認できた場合でも，

先行研究で挙げられていない具体的な典拠を挙げるなどして，曖昧な点を排除すること

に努めている．  

第5章は第1部の結論として，第2章から第4章までで明らかになった点を踏まえて，

白衣派の<布薩>と空衣派の<布薩>，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献以前の<布薩>

とシュラーヴァカ・アーチャーラ文献の<布薩>，ジャイナ教の<布薩>と仏教の布薩の対

比を念頭に置きつつ，それぞれの共通点，相違点を整理する．そして最後に，近年盛ん

になっているフィールドワークに基づく研究に依拠して，現代でも実践されているジャ

イナ教の<布薩>について簡単に触れる． 



第 2部は，在家信者の行動規範を解説する際によく用いられ，シュラーヴァカ・アー

チャーラ文献の中で最も重要なもののひとつと言われる RK の訳注研究から成る．訳注

に先立ち，本訳注研究に先行する版本，翻訳の概要や，版本ごとの章立ての違い，RK

の詳細なシノプシスを提示し，使用されている韻律などにも言及する．そのうえで，底

本となるテキストにその他 13 種の版本の異読を添え，その日本語訳を作成し，

PrabhAcandra の注釈や先行する翻訳の解釈などの情報を含む詳細な注釈を加える．シュ

ラーヴァカ・アーチャーラ文献の日本語による訳注研究は非常に少なく，本訳注研究は，

今後の研究の基礎を築くうえでも役立つものと考えられる．また，第 1 部で扱った<布

薩>の誓戒が，実際のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献において在家信者の行動規範

にどのような形で位置付けられているかを示す具体例としても重要なものである． 


